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　スーパー耐久機構（S.T.O.）の主催による「スーパー耐久

2013 シリーズ表彰式」が 1 月 10 日（金）、東京オートサ

ロン 2014 with NAPAC 会場内のイベントホールで行われ、

当振興会 ASEA 事業部が「シリーズ貢献賞」を受賞しました。

　当振興会では、ASEA 事業部会員社が主体となり JAWA

事業部会員社も積極的にお誘いし「スーパー耐久シリーズ」

へのテントブース出展を推進しています。

　2013 年はシリーズ開幕戦（菅生、決勝は中止）、第 3 戦

（もてぎ）、第 4 戦（富士）、第 5 戦（岡山）に会員社ブース

を設置し、ASEA 基準をクリアしたスポーティングパーツや

JAWA 品質のアルミホイールを来場者にアピールすること

で、モータースポーツ及びカーカスタマイズ分野の更なる認

知拡大に努めて参りました。

　今回の「シリーズ貢献賞」の受賞は、スーパー耐久シリー

ズへのこうした関わりを通じて同シリーズの更なる発展と繁

栄に寄与したことが評価されました。

　表彰式には、ASEA 事業部を代表してモータースポーツ委

員会の柳田春人委員長（（株）セントラル社長）が出席し、栄

えある賞を授与されました。

　なお、当日は元格闘家でスポーツ解説者の魔裟斗氏がスペ

シャルプレゼンターとして参加し、表彰式に華を添えました。
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表彰式に臨む柳田春人ASEA事業部モータースポーツ委員長（写真右）

当日はスポーツ解説者の魔裟斗氏がスペシャルプレゼンターを務めました

各賞受賞者との総合記念撮影は事務局が代理出席しました


